















“There is a Hand to turn the time,
 Though thy Glass today be run,
 Till the Light that hath brought the Towers low
 Find the last poor Pret’rite one……
 Till the Riders sleep by ev’ry road,
 All through our crippl’d Zone,
 With a face on ev’ry mountainside,
 And a Soul in ev’ry stone……
 Now everybody……
























































































































































































































































4 4 4 4
死の空間へ（死んだ者を追い詰めることも奴隷にすることも殺すことも出来
ない，と，ヘーゲルか誰かが言っていたはずです）。ほとんど


































































同じです。『花影』のエピグラムに『神曲』からの一節，“ricorditi me, che 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
らなければならないことになるのです






































4 4 4 4
確実に負ける。負ける，と言う
か，自分の影の上に降りるように，それに一致する。私たちは死体になる

































































































































































































































































































的，福祉的，法的 etc. etc. 組織の裸に曝された連動システムの透視図そのも
のとなり，その残酷で無慈悲で老獪で愚劣で吝嗇なシステムの機動の透視図そ
のものを文字通り目に見えるものとし，そしてその中を，それら全てを







































































4 4 4 4
ゼロであることにおいてほとんど純粋となり，或い
はほとんど


























































































































































4 4 4 4 4
がない訳ではありませんし，
そこでは不意に自然が「愁色を帯びて」ひろがり，それが救済の代わりを成す
かも知れませんし，死にいたる時間を不思議な手仕事のように進める『花影』
の葉子になにがしか言い難い救済のひろがりを，その死にではなくて手仕事に
見出すことも可能かもしれません。それが私たちの希望でなければならないの
です。
 
 
＊
　……。以上を延々と書きながら，文末のたびに引用しそうになって思いとど
まって来た言葉（？）があります。それはトマス・ピンチョンの主人公たちが
度々言葉の端々に口にするもので，それを最後に置きます。
　「ゲ，ゲ，ゲ！」。
　……。さすがにこれではあまりなので，これまたピンチョンからのものとし
て冒頭に挙げたエピグラム，『重力の虹』の末尾です。
（ 206 ）
　“Now everybody!”
　周知のようにこれは歌うことへの誘いの MC（！）で，そこで歌われるの
は，エピグラムの「歌詞」です。あえて訳すまでもない英文ですので，再度，
お読み下さい……出来れば節をつけて。
＊大岡昇平作品からの引用は中央公論社版『大岡昇平全集』（1973年～）によ
る。
